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委 員 長 沼 田徳右衛門 委 員 長 蛯 沢 正 雄
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委 員

山 田 己之吉 乙 供 吾 一

委 員

佐々木 スミヨ 沼 田徳右衛門

沼 田徳右衛門 蛯 沢 正 雄 森 川 盛 人 岡 山 粕 男

岡 山 粕 男


567839:";<���� 
="��
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青
森
銀
行

(

井
畑
明
男
頭
取)

主

催
の
第
十
四
回
あ
お
ぎ
ん
賞
表
彰
式

が
十
月
二
日
、
青
森
市
の
青
森
国
際

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
地
域
振
興
に

努
め
た
東
北
町
湖
水
ま
つ
り
実
行
委

員
会

(

松
本
祐
次
郎
会
長)

が
あ
お

ぎ
ん
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
同
行
の
創
立
五
十
周

年
を
記
念
し
て
一
九
九
三
年
に
創
設

し
た
も
の
で
、
地
域
の
産
業
や
学
術
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
振
興
に
寄

与
し
た
個
人
や
団
体
が
対
象
と
な
っ

て
お
り
、
同
実
行
委
員
会
の
ほ
か
、

大
青
工
業
㈱

(

青
森
市)

と
マ
ル
マ

ン
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ

ー
ビ
ス
㈱

(

弘
前
市)

が
受
賞
し
ま
し
た
。

同
実
行
委
員
会
は
、

毎
年
七
月
に
小
川
原
湖

の
観
光
振
興
と
地
域
の

活
性
化
を
図
る
た
め

｢

東
北
町
湖
水
ま
つ
り｣

を
実
施
。
そ
の
中
で
、

全
国
の
花
火
師
の
競
演

で
あ
る

｢

創
作
花
火
コ

ン
ク
ー
ル｣

を
企
画
実

現
し
、
今
年
で
五
回
目

を
迎
え
、
今
後
、
全
国

的
に
知
名
度
の
高
い
花

火
大
会
と
し
て
拡
大
成

長
し
て
い
く
可
能
性
を

十
分
に
秘
め
て
い
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。

表
彰
式
に
は
、
関
係
者
ら
約
六
十

人
が
出
席
。
井
畑
頭
取
か
ら
受
賞
者

に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
副
賞
百
万
円

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

井
畑
頭
取
は

｢

努
力
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
で
さ
ら
に
発
展
さ
れ
る
こ
と

を
願
い
ま
す｣

と
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
表
彰
さ
れ
た
三
人
が
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

受
賞
し
た
松
本
実
行
委
員
長
は

｢

今
後
も
花
火
大
会
の
知
名
度
を
あ

げ
て
、
一
層
地
域
振
興
に
努
め
た
い｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
同
実
行
委
員
会
で
は
、
副

賞
の
百
万
円
に
つ
い
て
、
来
年
の
創

作
花
火
コ
ン
ク
ー
ル
で
活
用
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
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第
一
回
と
う
ほ
く
芸
術
展
と
特

別
招
待
展
示

｢

青
い
森
の
女
流
書

道
展｣

が
十
月
十
九
日
か
ら
二
十

三
日
ま
で
の
五
日
間
、
東
北
町
民

文
化
セ
ン
タ
ー
と
東
北
町
民
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
た

く
さ
ん
の
方
々
が
会
場
を
訪
れ
ま

し
た
。

同
芸
術
展
に
は
、
町
内
の
芸
術

家
に
よ
る
書
や
工
芸
作
品
約
二
百

点
の
ほ
か
、
県
内
在
住
の
画
家
に

よ
る
絵
画
約
七
十
点
を
展
示
。
同

女
流
書
道
展
に
は
、
県
内
の
書
道

界
を
代
表
す
る
女
流
書
家
六
人
に

よ
る
大
塚
甲
山
の
句
を
題
材
と
し

た
作
品
な
ど
約
三
十
点
が
展
示
さ

れ
、
会
場
を
訪
れ
た
芸
術
フ
ァ
ン

は
、
見
事
な
作
品
の
数
々
を
心
行

く
ま
で
鑑
賞
し
、
作
品
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
内
で
は
、
書
家
の

吉
沢
瓔
香
さ
ん
ら
に
よ
る
席
上
き

ご
う
も
行
わ
れ
、
来
観
者
ら
は
、

見
事
な
筆
さ
ば
き
に
魅
了
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
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平
成
十
八
年
度
青
森
県
道
路
愛
護

等
功
労
者
表
彰
式
が
十
月
十
六
日
、

青
森
市
で
開
か
れ
、
上
北
赤
平
町
内

会

(

代
表－

楢
舘
長
吉)

が
青
森
県

知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
町
内
会
が
昭
和
五
十

年
以
来
三
十
一
年
間
に
わ
た
り
道
路

の
清
掃
や
空
き
缶
拾
い
行
う
と
と
も

に
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
植
栽
を
行

い
、
環
境
美
化
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

同
町
内
会
で
は
、
今
後
も
活
動
を

続
け
、
地
域
の
環
境
美
化
に
努
め
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

七
戸
地
区
交
通
安
全
協
会

(

楢
舘

長
吉
会
長)

は
九
月
二
十
八
日
、
秋

の
交
通
安
全
運
動
に
合
わ
せ
、
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
交
通
安

全
総
決
起
大
会
を
開
き
、
七
戸
地
区

(

東
北
町
、
七
戸
町)

の
関
係
者
約

二
百
人
が
参
加
し
て
交
通
事
故
の
な

い
明
る
い
街
を
め
ざ
し
て
、
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
楢
舘
会
長
、
猪
俣
和

敏
七
戸
警
察
署
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

い
て
竹
内
町
長
が

｢

町
を
あ
げ
て
飲

酒
運
転
撲
滅
に
取
り
組
み
、
地
域
一

丸
と
な
っ
て
安
全
・
安
心
の
街
を
進

め
て
い
き
た
い｣

と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

こ
の
あ
と
、
参
加
者
を
代
表
し
て

東
北
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
吹
越

石
蔵
会
長
が

｢

飲
酒
運
転
を
し
ま
せ

ん
、
さ
せ
ま
せ
ん
。
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
ま
す｣

と
力
強
く
交
通
安
全
宣

言
を
し
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
度
東
北
地
区
社
会
教

育
研
究
大
会
兼
青
森
県
社
会
教
育
研

究
大
会
が
九
月
十
四
日
、
ぱ
・
る
・

る
プ
ラ
ザ
青
森
で
開
か
れ
、
そ
の
席

上
、
酒
井
廣
徳
さ
ん
が
東
北
地
区
社

会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
表
彰
を
、

皆
川
安
雄
さ
ん
が
青
森
県
社
会
教
育

委
員
連
絡
協
議
会
表
彰
を
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
し
た
酒
井
さ
ん
は
、
二
十
五

年
の
永
き
に
わ
た
り
上
北
町
の
社
会

教
育
委
員
、
そ
し
て
合
併
後
も
東
北

町
社
会
教
育
委
員
と
し
て
社
会
教
育

全
般
に
お
い
て
、
各
種
事
業
等
に
対

し
適
切
な
助
言
指
導
を
し
、
町
の
社

会
教
育
の
振
興
発
展
に
多
大
な
貢
献

を
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。
ま
た
、
皆
川
さ
ん
は
八
年

以
上
に
わ
た
り
、
町
の
社
会
教
育
委

員
と
し
て
社
会
教
育
振
興
発
展
に
先

導
的
役
割
を
果
た
し
た
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。
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上
北
第
一
小
学
校(

柿
崎
茂
校
長)

の
全
校
児
童
七
十
三
人
が
十
月
十
六

日
、
同
校
の
学
校
田
で
毎
年
恒
例
の

稲
刈
り
体
験
を
し
て
農
作
業
の
大
変

さ
と
収
穫
の
喜
び
を
体
験
し
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
時
折
、
父
母
や
先

生
か
ら
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、

四
〜
六
年
生
が
実
っ
た
稲
を
刈
っ
て

束
ね
、
一
〜
三
年
生
が
束
ね
た
稲
を

ト
ラ
ッ
ク
ま
で
運
ぶ
な
ど
み
ん
な
で

協
力
し
合
い
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
作

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

な
お
、
同
校
で
は
今
後
、
地
域
の

方
々
を
招
い
て
収
穫
祭
を
行
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

D
E
�
F
G
�
H
I

;
<
>
J
K
L
H
I

乙
供
文
化
保
育
園
の

｢

作
品
ま
つ

り｣

が
十
月
八
日
、
に
ぎ
や
か
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
園
児
た
ち
の
絵
や
作

品
が
飾
ら
れ
た
ほ
か
、
園
児
の
父
母

や
地
域
の
方
々
が
模
擬
店
を
開
催
。

ま
た
、
東
北
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
が
、

今
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞

し
た
曲
や
園
児
た
ち
に
人
気
の
曲
な

ど
を
演
奏
し
、
生
の
楽
器
の
音
に
園

児
た
ち
も
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
東
北
中
吹
奏
楽
部
の
生
徒

の
中
に
は
同
保
育
園
の
卒
園
生
も
い

て
、
昔
の
写
真
や
園
舎
を
懐
か
し
そ

う
に
見
て
回
っ
て
い
ま
し
た
。

M
N
�
O
P
.
Q
R

A
S
T
U
A
V
W
*
X
L

小
川
原
小
学
校
と
小
川
原
保
育
園

は
九
月
二
十
五
日
、
同
小
学
校
で
絵

本
の
お
は
な
し
会
を
開
き
、
約
四
十

人
の
児
童
、
園
児
が
読
書
を
楽
し
み

ま
し
た
。

町
で
は
今
年
四
月
に

｢
子
ど
も
読

書
推
進
の
ま
ち｣

を
宣
言
し
、
町
民

ぐ
る
み
で
乳
幼
児
対
象
の
お
は
な
し

会
の
開
催
や
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
校
内
で
絵
本
や
紙
芝

居
の
読
み
聞
か
せ
が
行
わ
れ
、
子
ど

も
た
ち
が
興
味
深
そ
う
に
物
語
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
校
庭

に
は
、
約
五
百
冊
の
絵
本
を
積
ん
で

全
国
を
巡
っ
て
い
る
講
談
社
の

｢

本

と
遊
ぼ
う
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊｣

の
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
登
場
。
子
ど

も
た
ち
は
、
車
内
に
ず
ら
り
と
並
ん

だ
絵
本
の
中
か
ら
お
気
に
入
り
の
絵

本
を
取
り
出
し
て
は
、
大
喜
び

で
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
な
ど
、
み

ん
な
で
絵
本
を
通
し
て
読
書
の

楽
し
さ
に
触
れ
ま
し
た
。
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師
走
の
京
都
・
都
大
路
を
目
指
す
、

男
子
第
五
十
七
回
、
女
子
第
十
八
回

全
国
高
校
駅
伝
競
走
大
会
県
予
選
会

が
十
月
十
四
日
、
北
総
合
運
動
公
園

を
発
着
点
と
す
る
コ
ー
ス
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

男
子
は
、
十
一
チ
ー
ム
参
加
の
四

十
二.

一
九
五
㌔
、
七
区
間
の
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
。
女
子
は
、
九
チ
ー

ム
参
加
の
二
十
一.

〇
九
七
五
㌔
、

五
区
間
の
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

で
健
脚
を
競
い
、
青
森
山
田
高
が
十

二
年
連
続
で
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

優
勝
し
た
男
女
の
チ
ー
ム
は
、
十

二
月
に
京
都
で
開
か
れ
る
全
国
大
会

に
出
場
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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①
青
森
山
田
Ａ
２
時
間
09
分
37
秒
②

光
星
学
院
Ａ
２
時
間
15
分
20
秒
③
十

和
田
工
業
２
時
間
20
分
10
秒
④
八
戸

⑤
黒
石
商
業
⑥
大
湊


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

一
区

石
田
亮

(

青
森
山
田)

二
区

小
坂
大
輔

(

青
森
山
田)



�
�

①
青
森
山
田
Ａ
１
時
間
11
分
25
秒

(

大
会
新)

②
光
星
学
院
１
時
間
18

分
08
秒
③
八
戸
西
１
時
間
22
分
23
秒

④
弘
前
実
業
⑤
八
戸
⑥
大
湊


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

二
区

前
野
早
紀

(

青
森
山
田)

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

第
十
八
回
青
森
県
中
学
校
男
子
駅

伝
競
走
大
会
・
第
十
六
回
同
女
子
駅

伝
競
走
大
会
が
九
月
二
十
二
日
、
北

総
合
運
動
公
園
内
周
回
コ
ー
ス
で
、

男
子
六
区
間
・
十
七.

七
八
㎞
、
女

子
五
区
間
・
十
二.

二
六
㎞
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
男
子
二
十
三
チ
ー
ム
、

女
子
二
十
一
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、

健
脚
を
競
い
男
女
と
も
に
野
辺
地
中

が
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

男
女
優
勝
校
は
、
十
二
月
に
山
口

県
山
口
市
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
へ

の
出
場
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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①
野
辺
地
中
②�

�
�
��

�
�
 
!
"
#
$
!
�
%
&
!
'
�

(
)
!
*
+
,
-
!
.
/
0
1
2
3

③
十
和
田
中
④
大
鰐
中
⑤
名
川
中
⑥

大
平
中
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�
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�
�

▽
二
区

黒
川
遼

(

東
北
中)

▽
三
区

蛯
沢
奎

(

同)


�
�

①
野
辺
地
中
②�

�
�
�
4

5
6
7
!
8
9
:
!
;
<
=
!
4
>

6
?
@
!
?
A
B
�

③
浪
岡
中
④
大

平
中
⑤
堀
口
中
⑥
三
戸
中
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▽
一
区

吹
越
今
日
子(

東
北
東
中)

10
分
53
秒

(

大
会
新)
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第
三
回
わ
か
さ
ぎ
カ
ッ
プ
争
奪
小

学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
こ
の
ほ

ど
、
南
総
合
運
動
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場
で
行
わ
れ
、
八
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

◎
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

▽
優
勝－

上
北
小
ソ
フ
ト
▽
準
優
勝－

上
北
第
一
▽
第
三
位－

甲
地
ソ
フ
ト
、

六
戸

◆
最
優
秀
選
手
賞－

阿
部
美
沙
紀

(

上
北)

◆
優
秀
選
手
賞－

沼
辺
結

(

上
北)

、
内
山
唯

(

第
一)

◆
敢
闘

賞－

吹
越
奈
穂

(

甲
地)

、
今
め
ぐ

み

(

六
戸)

�
�
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�
�
�
�
�
�
�

�
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第
二
十
八
回
上
北
郡
老
人
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
十
月
六
日
、
北
総
合
運
動

公
園
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
郡
内
か
ら
十
チ
ー
ム
、
約
四

百
人
が
参
加
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
や
ま
め
運
び
リ
レ
ー
な
ど
十
種
目

で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

▽
総
合
順
位
①
七
戸
町
天
間
林
支
部

②
東
北
町
東
北
支
部
③
横
浜
町
④
東

北
町
上
北
支
部
⑤
六
ヶ
所
村
⑥
六
戸

町 %
&
�
'
(
)
*
+

,
-
.
/
0
(
1
2

第
一
回
東
北
町
民
総
合
体
育
大
会

秋
季
大
会
が
九
月
二
十
三
日
か
ら
二

十
四
日
ま
で
、
北
・
南
両
総
合
運
動

公
園
で
開
催
さ
れ
、
十
四
地
区
か
ら

大
勢
の
選
手
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

大
会
は
、
軟
式
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
壮
年
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

四
種
目
で
行
わ
れ
、
選
手
の
皆
さ
ん

は
地
区
を
超
え
、
お
互
い
に
声
を
掛

け
合
い
な
が
ら
楽
し
く
プ
レ
ー
し
て

い
ま
し
た
。


�
�
�
�
�
�
�
�

①
栄
町

(

三

四
・
五
点)

②
乙
供(

三
〇
・
五
点)

③
旭
町

(

二
九
・
五
点)

④
本
町
⑤

第
一
小
⑥
上
野
⑦
小
川
原
⑧
甲
地
⑨

南
町
⑩
千
曳
⑪
夫
雑
原
⑪
新
町
⑬
蛯

沢
⑭
花
向
町


�
�
�

▽
野
球
①
上
野
②
小
川
原

▽
ソ
フ
ト

(

壮
年)

①
栄
町
②
南
町

▽
ソ
フ
ト

(

女
子)

①
第
一
小
②
上
野

▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
①
千
曳
②
乙
供

▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

①
乙
供
②
栄
町
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発
達
し
た
低
気
圧
が
三
陸
沖
を
北

上
し
た
影
響
で
、
町
に
は
十
月
六
日

か
ら
八
日
に
か
け
て
断
続
的
に
大
雨

が
降
り
続
き
、
総
雨
量
は
百
八
十
六

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
、
小
川
原

湖
の
最
高
水
位
は
一
・
五
二
メ
ー
ト

ル
を
記
録
し
ま
し
た
。

こ
の
大
雨
の
影
響
に
よ
り
、
道
路

で
は
、
町
道
２
０
１
０
乙
部
萠
出
線
、

町
道
１
５
６
号
線
、
町
道
４
１
６
号

線
が
冠
水
、
町
道
２
０
１
６
石
文
〜

林
口
線
が
路
肩
決
壊
、
町
道
２
０
２

６
号
線
石
文
〜
馬
込
線
が
法
面
崩
壊

す
る
な
ど
し
て
、
通
行
止
め
な
ど
の

措
置
が
と
ら
れ
た
ほ
か
、
豊
田
地
区

で
は
、
赤
川
か
ら
流
れ
込
ん
だ
水
に

よ
り
収
穫
前
の
水
田
が
冠
水
し
た
ほ

か
、
田
の
沢
地
区
で
は
作
業
小
屋
に

小
川
原
湖
の
水
が
浸
水
す
る
な
ど
の

被
害
が
出
ま
し
た
。

町
で
は
、
南
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
に
避
難
所
を
設
置
。
豊
田
地
区

及
び
栄
沼
地
区
、
旭
北
四
丁
目
地
区

の
住
民
世
帯
三
十
世
帯
百
十
四
人
に

避
難
勧
告
を
出
し
、
そ
の
う
ち
六
世

帯
十
七
人
が
避
難
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
町
消

防
団
員
や
消
防
署
員
、
役
場
職
員
に

よ
る
土
の
う
積
み
に
よ
る
浸
水
防
止

や
堤
防
の
修
復
作
業
、
避
難
誘
導
や

警
戒
巡
回
な
ど
迅
速
な
対
応
に
よ
り
、

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
、
幸
い

に
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

自
然
災
害
は
い
つ
襲
っ
て
く
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
災
害
を
今
後
の
教
訓
と
し

て
生
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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○総雨量 186㎜ (６日10：00～８日17：00)

○小川原湖最高水位 (小川原湖観測所)

1.52ｍ (８日22：00)

※小川原湖指定水位 0.80ｍ

※小川原湖警戒水位 1.00ｍ

※小川原湖危険水位 1.30ｍ

この水位は､ 観測史上２番目の水位を記

録｡ なお､ 観測史上最高水位は､ 昭和33年

９月の2.79ｍ

� � � � 	 
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[10月７日]
５：40 町職員警戒態勢
７：05 町道156号線 (日建リース西

側) 冠水
10：50 東北町大雨警戒対策本部を設

置
14：45 町道2010乙部萠出線冠水
14：45 町道2016石文林口線路肩崩壊
15：05 町道2026石文馬込線法面崩壊
18：00 東北町大雨対策本部に移行
20：00 旭北四丁目地区に避難勧告
21：00 豊田地区に避難勧告
22：50 栄沼地区に避難勧告

[10月８日]
７：20 避難者全員帰宅
８：00 赤川旧堤防決壊
14：30 ３地区の避難勧告解除
15：15 国土交通省高瀬川河川事務所

に豊田地区への排水ポンプ設
置要請

17：00 排水ポンプ作業開始

[10月９日]
９：20 花切川・栄沼地区に臨時排水

ポンプ設置

[10月10日]
14：30 東北町大雨対策本部解散

高瀬川河川事務所では､ 東北町旭町地区､ 栄沼地区及び六ヶ所村倉内地区の小川原湖岸に警戒水位､
危険水位を標示する水位看板を設置しました｡ 特に危険水位を示す赤色線は､ 小川原湖の水位がこの
線を超えると家屋の被害が発生する可能性のある水位であり､ 市町村長が行う避難勧告等の目安とな
るものです｡
平成17年７月1日に水防法が改正され､ 洪水情報提

供及び避難情報提供の充実を図ることとなりました｡
現在は､ 高瀬川河川事務所ホームページ､ ｉモード携
帯電話等で小川原湖の水位状況を確認いただいており
ますが､ 現地においても水位が確認できるようになり
ました｡ 洪水時の水位状況が現地で確認できることに
より､ 住民の避難活動の迅速化が期待されます｡
������

国土交通省東北地方整備局高瀬川河川事務所
八戸市 (℡0178－28－7135)
小川原湖出張所 (℡0176－53－3081)
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水防団が出動し､ 警戒
にあたる目安の水位
��������

家屋の被害が発生する
可能性のある水位
※湖心の小川原湖観測
所の水位を表してい
ます｡
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g
�
�
h
=
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!
i
j

上
北
小
学
校
六
年

_
k

l

ぼ
く
は
、
初
め
て
海
外
に
行
き
ま

し
た
。
出
発
前
は
ち
ょ
っ
と
緊
張
し

て
い
ま
し
た
が
、
カ
ナ
ダ
に
着
い
た

時
は
普
通
に
戻
っ
て
い
ま
し
た
。
英

語
は
少
し
わ
か
っ
て
い
る
と
思
っ
て

い
た
け
ど
、
う
ま
く
話
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
い
っ

て
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
施
設

に
行
っ
て
研
修
し
ま
し
た
。
印
象
に

残
っ
た
施
設
は
、
水
族
館
と
人
類
科

学
博
物
館
と
科
学
博
物
館
で
し
た
。

水
族
館
に
は
サ
メ
や
ワ
ニ
、
イ
ル
カ

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
魚
が
た

く
さ
ん
い
ま
し
た
。
人
類
科
学
博
物

館
に
は
、
お
も
し
ろ
い
顔
が
並
ん
だ

ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
ま

た
、
昔
の
道
具
な
ど
も
展
示
さ
れ
て

い
て
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
科
学
博

物
館
に
は
、
科
学
に
関
す
る
物
が
た

く
さ
ん
あ
っ
て
、
体
験
し
な
が
ら
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
の
旅
は
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
機
会
が
あ
っ
た
ら
ま
た
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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東
北
中
学
校
一
年
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今
年
も
僕
は
、
カ
ナ
ダ
生
活
を
夏

休
み
に
体
験
し
ま
し
た
。
二
回
目
な

の
で
、
今
年
も
同
じ
内
容
の
体
験
を

す
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
中
学
生
に
な
る
と
、
さ
ら

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
い
う
行
事
が
あ

り
ま
し
た
。
生
き
た
英
語
を
学
ぶ
機

会
が
増
え
、
僕
は
、
と
て
も
ド
キ
ド

キ
し
て
い
ま
し
た
。
ち
ゃ
ん
と
話
す

こ
と
が
で
き
る
の
か
が
心
配
で
し
た
。

実
際
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
み
る

と
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
に
温

か
く
迎
え
ら
れ
、
少
し
安
心
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
普
段
、

日
本
で
し
て
い
る
ゲ
ー
ム
や
テ
レ
ビ

も
自
由
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
カ
ナ
ダ
生
活
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
カ
ナ
ダ
生
活
で
学
ん
だ
こ
と

は
、
英
語
が
き
ち
ん
と
話
せ
な
く
て

も
、
相
手
に
伝
え
た
い
と
い
う
思
い

で
話
せ
ば
、
必
ず
伝
わ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
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上
北
中
学
校
二
年

q
r
s
t

羽
田
空
港
か
ら
カ
ナ
ダ
ま
で
八
時

間
飛
行
機
に
乗
っ
て
や
っ
と
着
い
た

カ
ナ
ダ
。
飛
行
機
の
中
か
ら
見
え
る

カ
ナ
ダ
は
青
い
海
と
白
い
ビ
ル
が
立

ち
並
ぶ
別
世
界
で
、
こ
れ
か
ら
自
分

が
過
ご
す
カ
ナ
ダ
だ
と
思
う
と
胸
が

わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
に
着
い
た
の
は
午
前
十
時
。

日
本
時
間
で
言
う
と
真
夜
中
の
二
時

で
し
た
。
初
め
は
日
本
と
十
六
時
間

も
時
差
が
あ
る
カ
ナ
ダ
で
の
生
活
に

慣
れ
る
の
が
大
変
で
し
た
が
、
二
、

三
日
ぐ
ら
い
経
っ
た
ら
自
然
と
体
が

慣
れ
て
き
て
普
通
の
生
活
を
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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カ
ナ
ダ
は
日
本
と
違
っ
て
と
て
も

涼
し
く
て
暮
ら
し
や
す
か
っ
た
で
す
。

私
た
ち
が
行
っ
た
頃
に
は
、
カ
ナ
ダ

の
夏
は
も
う
終
わ
り
、
っ
て
い
う
頃

だ
っ
た
か
ら
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

と
て
も
涼
し
く
て
夜
は
寒
い
く
ら
い

で
し
た
。

カ
ナ
ダ
の
夜
は
明
る
く
て
、
九
時

く
ら
い
に
な
ら
な
い
と
外
が
暗
く
な

ら
な
く
て
、
時
々
時
間
の
感
覚
が
つ

か
め
な
く
な
る
時
が
あ
り
、
初
め
の

Ｕ
Ｂ
Ｃ
で
過
ご
し
た
こ
と
が
と
て
も

助
か
り
ま
し
た
。

三
日
目
よ
り
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
始

ま
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は

お
客
様
で
は
な
く
家
族
の
一
員
と
し

て
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

最
初
は
と
て
も
不
安
で
し
た
。
英
語

は
ち
ゃ
ん
と
喋
ら
れ
な
い
し
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
の
家
族
た
ち
の
言
っ
て
い

る
こ
と
が
私
た
ち
に
理
解
で
き
る
の

か
と
不
安
だ
ら
け
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
だ
け
ど
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
家

族
た
ち
は
と
て
も
明
る
く
て
優
し
い

家
族
だ
っ
た
の
で
そ
ん
な
不
安
は
す

ぐ
ど
こ
か
へ
消
え
去
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
私
達
以
外
に
も
台
湾
か
ら
も

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
子
が
い
ま
し
た
。

そ
の
子
も
あ
ま
り
話
せ
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
一
緒
に
散
歩
に
出
か
け
た

り
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
お

母
さ
ん
が
作
る
料
理
は
と
て
も
お
い

し
か
っ
た
で
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

私
が
思
っ
た
こ
と
は
、
英
語
が
し
っ

か
り
話
せ
な
く
て
も
相
手
に
伝
え
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
ち
ゃ

ん
と
相
手
に
気
持
ち
が
伝
わ
る
ん
だ

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
日

本
で
は
、
物
事
を
は
っ
き
り
言
わ
な

い
の
が
美
徳
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ

る
け
れ
ど
、
カ
ナ
ダ
で
は
そ
れ
で
は

通
じ
な
い
と
い
う
こ
と
、
勇
気
を
持
っ

て
相
手
に
伝
え
た
い
気
持
ち
は
は
っ

き
り
言
う
こ
と
で
通
じ
る
こ
と
な
ど

日
本
の
文
化
と
は
ま
っ
た
く
違
う
こ

と
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
で
の
生
活
は
私
の
人
生
の

中
で
と
て
も
貴
重
な
経
験
で
し
た
。

こ
の
貴
重
な
体
験
は
ず
っ
と
心
の
中

に
し
ま
っ
て
、
大
事
な
宝
物
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
体

験
を
生
か
せ
る
よ
う
に
で
き
た
ら
と

思
い
ま
す
。

私
を
カ
ナ
ダ
に
行
か
せ
て
く
れ
た

東
北
町
役
場
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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上
北
中
学
校
三
年
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今
回
カ
ナ
ダ
へ
行
き
、
と
て
も
い

い
思
い
出
を
持
っ
て
帰
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

行
き
の
飛
行
機
の
中
で
は
、
不
安

な
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
ふ
く
れ
上
が
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
カ
ナ
ダ
の
バ
ン

ク
ー
バ
ー
空
港
に
到
着
す
る
と
み
ん

な
親
切
で
安
心
し
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
で
は
、
日
本
と
違
う
こ
と

を
探
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、

日
本
よ
り
も
日
の
入
り
が
遅
く
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

私
が
訪
ね
た
バ
ン
ク
ー
バ
ー
は
、

と
て
も
い
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
特
に

ウ
ィ
ス
ラ
ー
と
い
う
山
が
と
て
も
き

れ
い
で
、
頂
上
か
ら
見
た
景
色
は
絶

景
と
い
う
言
葉
が
と
て
も
合
い
ま
し

た
。
頂
上
か
ら
降
り
る
ゴ
ン
ド
ラ
か

ら
見
た
湖
も
き
れ
い
な
エ
メ
ラ
ル
ド

グ
リ
ー
ン
で
感
動
し
ま
し
た
。

こ
の
旅
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の

思
い
出
が
で
き
、
た
く
さ
ん
の
文
化

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
は
と
て
も
料
理
が
上
手
で

い
ろ
ん
な
料
理
を
作
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
料
理
を
食
べ
な
が
ら
い
ろ
ん
な

話
を
し
ま
し
た
。
日
曜
日
は
何
を
し

た
い
か
と
か
、
日
本
の
家
族
の
こ
と

な
ど
色
々
日
本
の
こ
と
を
教
え
て
あ

げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
番
困
っ
た

こ
と
は
朝
食
で
し
た
。
家
族
は
シ
リ

ア
ル
し
か
食
べ
な
い
の
で
昼
食
ま
で

間
食
も
で
き
ず
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
中

は
お
昼
ま
で
大
変
で
し
た
。

カ
ナ
ダ
で
は
Ｕ
Ｂ
Ｃ
大
学
に
あ
る

新
渡
戸
稲
造
公
園
、
白
イ
ル
カ
が
い

る
水
族
館
、
氷
河
が
そ
の
ま
ま
残
っ

て
い
る
ウ
ィ
ス
ラ
ー
、
人
文
学
博
物

館
、
飛
び
込
み
台
が
あ
る
プ
ー
ル
な

ど
な
ど
こ
こ
で
は
書
き
き
れ
な
い
く

ら
い
カ
ナ
ダ
で
い
ろ
ん
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
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九
月
号
に
お
い
て
、
二
度
に
わ
た

る
明
治
天
皇
の
東
北
巡
幸
と
関
連
す

る
事
項
の
概
要
を
述
べ
た
。
が
、
紙

数
の
都
合
も
あ
り
、
詳
細
な
記
述
ま

で
及
ば
ず
、
具
体
性
の
乏
し
さ
が
否

め
な
か
っ
た
。

分
か
り
易
く
と
の
意
向
も
汲
み
い

れ
、
続
編
と
し
て
図
表
・
写
真
を
多

く
し
た
が
、
読
者
の
意
に
沿
え
れ
ば

幸
甚
で
あ
る
。

(

旧
暦
と
新
暦
に
つ
い
て
・
太
陰

暦
＝
旧
暦
の
明
治
五
年
十
二
月
三
日

が
太
陽
暦
＝
新
暦
の
明
治
六
年
一
月

一
日
に
改
暦
さ
れ
た
。)

�
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二
度
目
の
明
治
十
四
年
の
場
合
は
、

八
戸
へ
の
行
幸
御
泊
が
加
わ
っ
た
事

で
あ
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
御
昼
が
剣

吉
と
な
っ
た
。
五
戸
、
七
戸
の
御
泊

が
無
く
な
り
変
わ
っ
て
三
本
木
が
御

泊
と
な
っ
た
。

八
戸
地
方
の
規
模
の
大
き
さ
等
か

ら
矢
張
り
行
幸
先
と
し
て
当
然
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。

二
度
目
の
巡
幸
は
何
と
し
て
も
北

海
道
ま
で
を
意
識
し
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
六
大
巡
幸
と
言
わ
れ
る
が
、
行

幸
が
無
か
っ
た
の
は
四
国
だ
け
で
あ

る
。

広報とうほく９月号の特別寄稿に誤
りがありましたので､ お詫びして訂正
します｡

� �

一､ ６行目 上野小学 (同十一年
に移す)

二､ １行目 陸仁 睦仁

おわりに 小川原駅は
昭和十七年

小川原信号
場は昭和十
九年

総
日
数

五
十
日

六
月

二
日

東
京
御
発
輦

(

御
昼)

(

御
泊)

七
月

十
日

三
戸

三
戸

十
一
日

五
戸

五
戸

十
二
日

三
本
木

七
戸

十
三
日

野
辺
地

野
辺
地

十
四
日

小
湊

青
森

十
五
日

青
森
御
駐
輦

十
六
日

明
治
丸
で
函
館
へ

航
路

二
十
六
日

東
京
還
幸

�
�
�
�

総
日
数

七
十
四
日

七
月
三
十
日

東
京
御
発
輦

(

御
昼)

(

御
泊)

八
月
二
十
三
日

三
戸

三
戸

二
十
四
日

剣
吉

八
戸

二
十
五
日

五
戸

三
本
木

二
十
六
日

七
戸

野
辺
地

二
十
七
日

小
湊

青
森

二
十
八
日

青
森
御
駐
輦

二
十
九
日

御
乗
艦
小
樽
へ

九
月

七
日

航
路
青
森
港
へ

八
日

青
森
御
駐
輦

九
日

弘
前
御
泊

陸
路
巡
幸

十
月

十
一
日

東
京
還
幸

�
�
�
�
�
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明
治
九
年
の
巡
幸
の
際
、
石
坂
で

御
休
息
さ
れ
た
。
そ
の
場
を
記
念
し

て
御
野
立
所
と
し
、
親
巡
蹟
碑
も
建

立
し
た
事
は
既
に
述
べ
た
。

休
憩
地
に
は
休
息
所
が
設
置
さ
れ

た
。
図
の
右
側
で
、
二
間
に
三
間
程

の
広
さ
の
杉
堀
立
造
。
ま
た
、
御
厠

は
一
間
四
方
の
お
手
洗
い
場
で
図
の

左
上
で
あ
る
。

� � � � � � � � 	 �
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品川・横浜間に鉄道開通 (Ｍ５. ５. ７旧暦) ｢＊明治６年から新暦となる｣

上野・青森間に ｢日本鐵道 (株) 線｣ 全通 (Ｍ24. ９. １)

沼崎駅 (Ｍ24. ９. １)

乙供駅 (Ｍ27. １. ４)

＊日本鐵道線が国有鐵道となる (Ｍ39. 11. １)

千曳駅 (Ｍ43. 11. 15) ｢Ｓ43. ９. １現在地に移転｣

小川原・信号場 (Ｓ19. ８. １) ｢駅昇格Ｓ28. ６. 10｣

石文・信号場 (Ｓ32. 10. １) ｢廃止Ｓ43. ８. ５｣

姉沼・信号場 (Ｓ42. ７. 30) ｢廃止Ｓ43. ８. ３｣

＊Ｓ43. ５. 16十勝沖地震により国鉄複線化工事､ 私鉄南部縦貫鉄道が壊滅的損害｡

＊Ｓ43東北本線の全線複線電化と共にトンネル走行・千曳駅は現在地に移転｡ (既設の

国鉄千曳・野辺地駅間のレール使用により私鉄南部縦貫鉄道線が野辺地駅まで延長)

明治天皇東北巡幸 (奥州街道の近道・甲地村石坂で小休止 Ｍ９. ７. 13)

明治天皇東北巡幸 (奥州街道の近道・甲地村通輦､ 川村種吉少年が目撃Ｍ14. ８. 26)

川村種吉氏 (73歳) 日本中央碑を発見 (Ｓ24. ６. 21)

�
�
�
�

新舘小学 (Ｍ９. ４. ３) 大浦小学 (Ｍ９. 11. 11)

上野小学 (Ｍ11. ９. 16) 小川原小学 (Ｍ12. 10. ３)

新山小学 (Ｍ25. ６. １) 甲地小学 (Ｍ10. 10. 20)

蛯沢小学 (Ｍ11. 10. 10) 清水目小学 (Ｍ14. ４. 25)

水喰小学 (Ｍ14. . )

�
�
	



＊七戸郵便取扱所が七戸郵便役所と改む (Ｍ６. ５. )

七戸郵便局と改称 (Ｍ８)

七戸電信分局の支局・上野 (上北) 郵便局開業 (Ｍ24. ８. １)
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東
北
御
巡
幸
記｣

(

隨
行
記
者

岸
田
吟
香
著)

は
次
の
様
に
記
し
て

い
る
。『

…
八
時
頃
、
坪
の
漆
戸
半

兵
衛
方
に
て
小
休
あ
り
。
是
よ
り
二

十
町
ば
か
り
西
北
の
尾
山
村
の
入
口

に
、
雑
木
の
生
い
茂
り
た
る
林
あ
り
。

南
面
に
鳥
居
あ
り
て
千
曳
と
い
ふ
。

是
は
、
奥
州
第
一
の
名
所
と
称
す
る

壷
の
碑
埋
ま
り
て
有
る
所
な
り
と
い

ひ
傅
ふ
る
由
ゆ
え
、
兼
て
縣
官
へ
仰

せ
付
ら
れ
、
有
名
な
る
壷
の
石
碑
を

御
巡
幸
の
間
に
あ
ふ
様
に
、
掘
り
出

し
置
き
、
天
覧
に
備
へ
奉
れ
と
の
御

沙
汰
に
依
り
て
、
先
達
て
よ
り
、
此

ノ
社
壇
の
う
ち
を
数
ヶ
所
ほ
り
た
れ

ど
も
、
更
に
何
一
つ
も
出
で
ず
。
…

元
あ
り
し
千
曳
神
社
を
ば
五
間
ほ
ど

脇
へ
引
き
よ
せ
て
、
社
の
あ
り
し
所

を
、
四
方
一
間
、
深
さ
一
間
半
ば
か

り
掘
り
、
又
、
そ
の
傍
ら
を
六
、
七

ヶ
所
ば
か
り
も
掘
り
た
る
を
見
る
に
、

何
れ
天
然
の
地
質
に
て
人
の
埋
め
た

る
土
と
は
見
え
ず
。
…
近
藤
芳
樹
翁

は
殊
に
望
み
を
失
い
た
る
様
子
に
て
、

埋
も
れ
て
何
所
に
あ
る
か
得

ぞ
知
ら
ぬ
尋
ね
ま
ほ
し
き
壷

の
い
し
ぶ
み

と
一
首
の
歌
を
詠
ま
れ
け
る
。』

と

岸
田
記
者
は
事
の
�
末
を
報
じ
た
。
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人
々
の
待
ち
焦
が
れ
た

｢

鉄
道｣

が
本
州
最
涯
と
て
過
言
で
な
い
青
森

ま
で
の
全
通
を
見
た
の
は
、
明
治
二

十
四
年
九
月
一
日
だ
が
、
品
川
・
横

浜
間
開
通
の
明
治
五
年
よ
り
も
実
に

十
九
年
と
遅
か
っ
た
。
鉄
道
と
そ
れ

を
利
用
す
る
人
々
を
直
結
す
る
の
は

何
と
し
て
も｢

時
刻
表｣

と｢

運
賃｣

で
あ
る
。
九
月
一
日
開
通
日
の
時
刻

表
を
多
く
の
著
書
・
文
献
を
探
し
た

○
今
の
時
刻
表
と
比
較
し
て
、
午
前
・

午
后
と
意
外
に
も
英
語
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
奇
異
で
あ
る
。

○
上
り
青
森
発
九：

四
五
上
野
行
は

直
通
で
、
翌
日
后
一
二：

二
五
到

着
の
実
に
二
十
六
時
間
要
し
た
。

因
み
に
沼
崎
か
ら
は
丁
度
一
日

か
か
っ
た
。

○
下
り
上
野
発
后
二：

四
五
青
森
行

も
直
行
で
二
十
六
時
間
二
十
五
分

要
し
た
。

(

上
り
下
り
所
要
時
間
の
不
一
致

は
、
途
中
駅
の
停
車
時
間
の
相
違

か
ら
で
あ
る)

▲
沼
崎
か
ら
の
運
賃

(

下
等)

尻
内
二
十
銭
、
三
戸
三
十
三
銭
、

上
野
四
円
十
六
銭
。
野
辺
地
十
三
銭
、

浅
虫
二
十
九
銭
、
青
森
三
十
九
銭
。

運
賃
は
、
上
・
中
・
下
等
の
三
段

階
だ
っ
た
。
下
等
の
二
倍
が
中
等
、

下
等
の
三
倍
が
上
等
だ
っ
た
。

�
�
�
�

明
治
天
皇
東
北
巡
幸
節
目
の
年
に

当
た
り
、
主
た
る
史
的
事
項
を
記
述

し
た
が
巡
幸
時
の
道
路
か
ら
鉄
路
の

時
代
へ
と
大
変
革
を
な
し
た
。
日
進

月
歩
、
新
幹
線
青
森
到
来
迫
る
思
い

の
昨
今
で
あ
る
。

(

完)

寄
稿
者

藤

田

友

志

(

東
北
町
初
代
教
育
長)

が
見
付
け
れ
な
か
っ
た
。
が
、
東
奥

日
報
の
附
録
刊
行
と
し
て
の
時
刻
表

が
あ
っ
た
。
こ
の
資
料
は
多
く
の
著

書
は
使
っ
て
い
な
い
。

●
明
治
二
十
四
年
九
月
一
日
、
青
森

ま
で
全
通
と
同
時
に
開
業
の
沼
崎
駅

到
発
着
の
時
刻
と
運
賃
が

判
明
し
た
の
で
次
に
示
す
。

(

乙
供
、
千
曳
、
小
川
原

は
未
開
業)

青
森
発

↓

沼
崎

五：

三
五
発↓

八：

〇
七
着

八：

一
一
発

(

尻
内
着
九：

二
〇)

九：

四
五
発

↓
后
一
二：

一
四
着

后
一
二：

一
五
発

(

翌
日
上
野
着

后
一
二：

一
五)

上
野
発

↓

沼
崎

后
二：

四
五
発

↓
翌
后
二：

三
九
着

后
二：

四
〇
発

(

翌
日
青
森
着

后
五：

一
〇)

尻
内
発

↓

沼
崎

五：

三
〇
発↓

六：

三
八
着

六：

四
二
発

(
青
森
着
九：

一
五)
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11月といえば…インフルエンザ予防接種解

禁！みなさん､ 予防接種は計画していますか？
｢体｣ の健康については､ みんな関心が高い
ようですが､ 心の方はどうですか？カゼひい
ていませんか？

��������
���������

｢心のカゼ｣ といわれています｡
うつ状態とは､ ｢ゆううつ｣ ｢おっくう｣ ｢ど

うどうめぐり｣ が重なる状態であり､ 次の症
状が２週間以上続く場合は､ 相談や受診が必
要です｡
(下記の相談機関をご活用下さい)
①からだの状態 (便秘・疲れやすい)
②感情の変化 (抑うつ感・意欲低下)
③行動の変化 (なんにもしたくない)
④日内リズムの変化 (眠れない・食欲がない)

��� ���

!"
�#$%��&'

Ａさんは､ まじめで融通がきかないといっ
た典型的なＡ型人間です｡ 春から､ 仕事が変
わりなじめないでいました｡ 家でもゴロゴロ
する日が多く､ 表情もうつろ､ ｢自分でも変だ
と思う｣ とのことでした｡ 幸い症状を自覚し
ていましたので､ ｢病院に行ってみましょう｡
精神科や心療内科がベストですが､ 行きづら
かったら､ かかりつけ医に相談してみましょ
う｣ と助言しました｡ その後､ かかりつけ医
を受診し､ ｢自分で気づいているから､ そんな
にひどくないだろう｣ ということで､ 軽い安
定剤を何週間か内服したそうです｡ Ａさん自
身その時を ｢自分が自分じゃなかった｣ 振り
返っています｡ 今では､ ストレスの解消方法
をみつけ､ うまく対応していると伺っていま
す｡ でも､ やっぱり時々､ 心がカゼをひきそ
うになるとか…｡
適度なストレス (軽い緊張感等) は､ 生活

にハリをあたえます｡ 大切なのは､ ストレス
の量と質です｡ ｢がんばりすぎない生活｣ と
｢何でも話せる相手｣ をこの機会に見つけてみ
ませんか？

()*+, -./+,0 1234�56
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平成18年１月から平成18年
12月までの間に納めた国民年
金保険料は ｢社会保険料控除｣
として全額が所得から控除さ
れます｡
申告できるのは､ 平成18年
中に毎月納めた保険料のほか
に､ 過去の期間分で､ 未納や
免除を受けた分を平成18年中
に納めた保険料額になります｡
年末調整や確定申告で国民
年金保険料を社会保険料控除
として申告する場合は､ 保険
料の支払いを証明する書類の
添付が必要です｡ その際は､
社会保険庁より11月初旬 (予
定) に発行される社会保険料
(国民年金保険料) 控除証明
書｣ や領収書などを忘れずに
お持ちください (10月以降に
本年初めて保険料を納付する
方については､ 翌年２月初旬
に証明書が送付される予定で
す｡)
年末調整や確定申告の手続
きの際は必ずこの証明書や領
収書が必要となりますので､
申告を行うまで大切に保管し
てくだい｡
詳しくは､ 東北町役場町民
課国民年金係または青森社会
保険事務所まで問合わせくだ
さい｡

��������

	
��十和田市役所
	��11月８日 (水)
10：00～14：00

	
��野辺地町中央公民館
	��11月９日 (木)
11：00～14：30

	
��七戸町柏葉館
	��11月22日 (水)
11：00～14：30

����������

	
��東北町町民文化セン
ター研修室

	��11月30日 (木)
※基礎年金番号通知書及び年
金手帳､ 職歴のメモ等をお
持ちください｡
(年金相談も当日受付します｡)

������

▽青森社会保険事務所
℡017-734-7495 (代表)
▽町民課国民年金係
℡0176-56-3111 (代表)
又は℡0175-63-2111
▽本庁舎 (内線153)
▽分庁舎 (内線548)

������������

�� �－10時～12時

����－役場本庁舎

２階休養室

※��������	
�

お問い合わせください
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納
期
限

(

納
税
通
知
書
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す)

ま
で
に
、
納
税
者
が

税
金
を
納
付
し
な
い
状
態
を
滞
納
と

い
い
ま
す
。
滞
納
し
た
場
合
に
は
、

本
来
納
め
る
べ
き
税
金
の
ほ
か
、
延

滞
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

納
税
者
が
税
金
を
滞
納
し
た
ま
ま

放
置
し
て
い
る
と
、
滞
納
処
分
を
受

け
、
強
制
的
に
税
金
を
徴
収
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
一
連
の
手

続
き
は
、
法
律
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、

滞
納
者
の
意
思
に
関
わ
り
な
く
執
行

さ
れ
る
も
の
で
す
。
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町
で
は
、
納
期
限
ま
で
に
納
税
し

た
多
く
の
皆
さ
ま
と
の
公
平
を
保
ち
、

町
税
等
の
滞
納
の
解
消
を
図
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

�
�
�
�
�
�

町
税
等
を
納
期
限
ま

で
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
納

税
相
談
を
行
い
、
納
付
計
画
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

納
期
限
を
過
ぎ
て
も

納
付
・
相
談
が
な
い
方
に
対
し
て
、

文
書
の
送
付
、
電
話
催
告
や
自
宅
訪

問
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
完

納
と
な
ら
な
い
場
合
、
勤
務
先
や
日

中
・
夜
間
に
自
宅
を
訪
問
す
る
な
ど

強
く
納
税
を
催
告
し
て
い
ま
す
。

�
	


�
�
�

滞
納
者
の
財
産
を
発

見
す
る
た
め
、
官
公
署
、
金
融
機
関

な
ど
に
対
し
て
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

�

�
�
�
�

再
三
、
催
告
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
滞
納
し
て
い

る
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
は
、
給
与

の
差
押
え
を
す
る
た
め
、
勤
務
先
に

対
す
る
給
与
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
身
分
証
明
書

(

写
真
付)

を
所
持
し
た
徴
税
吏
員

(

町
職
員)

員
が
勤
務
先
に
訪
問
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
所
属
・
氏

名
・
目
的
を
伝
え
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
の
で
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

※
こ
れ
ら
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
法

律
の
規
定
に
基
づ
き
、
滞
納
者
に
事

前
の
了
解
を
得
ず
に
行
う
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�

土
地
・
建
物
な
ど
財

産
が
あ
る
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
差

押
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。
差
押
え
後

も
完
納
と
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
や

む
を
得
ず
、
差
し
押
さ
え
た
財
産
の

公
売
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
預
貯
金
や
生
命
保
険
、
勤

務
先
か
ら
支
給
さ
れ
る
給
与
な
ど
も

差
押
え
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

町
税
・
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納

し
て
い
る
と
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
、

納
付
が
困
難
に
な
る
ば
か
り
で
は
く
、

こ
の
よ
う
な
滞
納
処
分
に
よ
り
社
会

的
信
用
を
失
う
な
ど
、
不
利
益
を
受

け
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

お
互
い
に
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く

る
た
め
、
納
税
者
の
皆
さ
ま
に
は
、

納
期
内
納
税
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

納
税
通
知
書
を
紛
失
し
て
し
ま
っ

た
、
納
め
る
こ
と
を
う
っ
か
り
忘
れ

て
し
ま
っ
た
こ
と
な
ど
あ
り
ま
せ
ん

か
。
口
座
振
替
は
、
金
融
機
関
及
び

郵
便
局
が
、
あ
な
た
に
代
わ
っ
て
指

定
さ
れ
た
預
貯
金
口
座
か
ら
、
納
期

限
ご
と
に
自
動
的
に
振
り
替
え
ら
れ

て
納
税
す
る
制
度
で
す
の
で
、
納
め

忘
れ
が
な
く
安
心
で
す
。
ま
た
、
金

融
機
関
等
に
出
か
け
る
手
間
も
省
け

て
便
利
で
す
。
一
度
の
手
続
き
で
、

翌
年
度
以
降
も
自
動
的
に
継
続
さ
れ

ま
す
。

手
続
き
は
、
金
融
機
関
ま
た
は
郵

便
局
で
預
金
通
帳
、
預
金
届
出
印
を

ご
持
参
の
う
え
、
口
座
振
替
申
込
書

に
記
入
し
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

��

��
��
��
��
��
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��
��
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４月 全期

５月 第１期

６月 第１期

７月 第２期 第１期

８月 第２期 第２期

９月 第３期 第３期

10月 第３期 第４期

11月 第４期 第５期

12月 第４期 第６期

１月 第７期

２月 第８期

３月
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/ � , -012	3	4 56 75 8� ,9

１ 免税軽油使用者証交付申請書 ○ ○
２ 免税軽油使用者証書換(再交付)申請書 ○
３ 免税証交付申請書 ○ ○ ○ ○
４ 免税軽油所要数量計算書 ○ ○ ○ ○
５ 耕作証明書 ○ ○ ○ ○
６ 使用機械譲渡 (借用) 証明書 ○ ○
７ 返信用封筒 (切手430円貼付申請者の宛名記入) ○ ○ ○ ○
８ 県税関係証明等原簿(県証紙400円貼付) ○ ○ ○
９ 交付された免税軽油使用者証 ○ ○ ○
10 未使用免税証 (残券) ○ ○ ○
11 免税軽油引取り等に係る報告書の提出の期限の特例指定申請書 ○ ○ ○ ○
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町内の高齢者及びその家族
が抱える心配ごとや悩みごと
に対して弁護士による相談を
実施いたします｡
相談は無料で秘密は厳守し
ます｡
����東北町保健福祉セン
ター

����11月24日 (金)
午後１時～午後４時

����６名程度
※ご希望の方は､ 予約が必要
となりますので､ 下記まで
お問い合わせください｡

	
���

東北町社会福祉協議会
本所：℡0175-63-2717
支所：℡0176-56-5552

������
����	
�

����11月17日 (金)
午前10時～午後５時

�����十和田奥入瀬合同
庁舎１階
(十和田市役所東隣り)
����夫婦､ 家族､ 親子､
暴力､ セクハラ､ 虐待､ 近
隣の問題等お気軽にお越し
ください｡
相談の秘密は厳守します｡

	
���

十和田人権擁護委員協議会
青森地方法務局十和田支局
℡0176-23-2424

�������
	
����
 !"#

12月４日から10日までの
｢人権週間｣ にちなみ､ ｢法務
局なんでも相談所｣ を開設し
ますので､ ご利用ください｡
相談は､ 登記､ 土地の境界､
相続､ 遺言､ 近所とのトラブ
ル､ セクハラ､ 子どものいじ
めや虐待､ その他困っている
問題があれば､ お気軽にご相
談ください｡
相談は無料で､ 秘密は厳守
します｡
����12月２日 (土) 午前
９時～午後３時

����青森地方法務局十和
田支局 (十和田奥入瀬合同
庁舎１階共用会議室)

�������法務局職員､
人権擁護委員､ 司法書士､
土地家屋調査士

	
����青森地方法務
局十和田支局総務課
℡0176-23-2424

$%&'� !"#

青森県最低賃金は､ 10月１
日から時間額で610円に改正
されました｡
最低賃金制度は､ ｢最低賃

金法｣ に基づき国が賃金の最
低限度を定め､ 使用者は最低
賃金より低い賃金で労働者を
働かせてはならないと定めた
ものです｡ このため､ 青森県
最低賃金は､ 産業別最低賃金
(４業種) が適用される労働

者を除き､ 県内で働くすべて
の労働者 (常用・臨時・パー
ト・アルバイトを問わない)
に適用されることになります｡
お問い合わせは､ 青森労働局
賃金室 (℡017-734-4114) 又
は最寄りの労働基準監督署ま
でご照会ください｡

()�*+,-�./0
12��3456789
()�: ;<=>?@0

��������	
��

�������������

●個々の労働者と事業主の間
の解雇､ 配置転換､ 賃下げ､
セクハラ等の労働関係のあら
ゆる紛争を対象に無料でご利
用いただけます｡
○詳しくは､ 青森労働局総務
部企画室 (℡017－734－4212)
又は､ 十和田労働基準監督署
庁舎内総合労働相談コーナー
までお問い合わせください｡
☆青森労働局ホームページ
http://www.aomori.plb.go.j
p/seido/seido01.html)

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
を
使
え
ば
、
税
務
署

に
行
か
ず
に
、
自
宅
や
事
務
所
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
申
告
・
納
税
等
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
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http://www.e-tax.nta.go.jp

十
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田
税
務
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町民の皆さまが歯科保健の
重要性を認識し､ 自らの歯の
健康を保持することにより､
健康で豊かな生活が実現でき
るようにするための講演会で
す｡
����11月25日 (土)
▽午後１時～２時
展 示
▽午後２時～４時
歯科講演会

�����青森原燃テクノロ
ジーセンター
����日本歯科大学歯学部
歯周病学講座

教授 沼部幸博先生
�	


��������	


����������

▽歯科健康相談
：口腔清掃指導
▽口臭測定
▽咬合力測定
▽口腔ケア関連用品､ 介護用
品の展示
※口腔ケア用品のプレゼント
を用意しています｡
▽主催／青森県歯科医師会上
十三支部会
▽共催／社団法人青森県歯科
医師会､ 青森県､ 東北町､
上十三保健所､ ㈱青森原燃
テクノロジーセンター
�����

青森県歯科医師会上十三支
部会事務局
℡0176－21－5185

����������

平成18年工業統計調査を12月31日現在で行います｡
調査の実施にあたっては､ 本年12月から来年1月にかけて調

査員がお伺いします｡
なお､ 調査票に記入していただいた内容については､ 統計法
に基づき秘密が厳守されますので､ 正確なご記入をお願いしま
す｡

経済産業省・青森県・東北町

��������	
��

※追加採用試験は､ 定員になり次第終了します｡
◎細部については､ 下記までお問い合わせください｡
〒033-0037 三沢市松園町三丁目６－16
中野プラザビル２階 (ユニバース隣り)

自衛隊青森地方協力本部三沢募集事務所
電話・ＦＡＸ 0176－53－1346
ｅ‐mail plomisawa@carrot.ocn.ne.jp

��������	
����
� �
� �

� �
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) �

自 衛 隊
生 徒 男

中 卒
(見込含)
17歳未満

11／１～
１／９ １／13(土) 三 沢

商 工 会 館

２ 等
陸・海・
空士追加
採用試験

男 18歳以上
27歳未満

11／１～
12／１ 12／10(日) 青森・八戸

駐屯地

11／１～
１／12 １／21(日)

青森・八戸
駐屯地
大湊基地

11／１～
２／９ ２／18(日) 青森・八戸

駐屯地
11／１～
２／23 ３／４(日) 青森・八戸

駐屯地

○意見募集期間－10月27日～12月11日 (必着)
○準備書縦覧場所－県エネルギー総合対策局､ 県立図書館､ 新
計画対象地域である市町村役場等県内39か所
○意見提出方法－郵送､ ＦＡＸ､ ｅ-mailのいずれかでエネル
ギー総合対策局へ提出ください｡
青森県エネルギー総合対策局
℡017-734-9740／FAX017－734－8213
e-mail：enerugi@pref.aomori.lg.jp
詳しくは､ エネルギー総合対策局まで｡
http://www.pref.aomori.lg.jp/mo/junbisho.html

��������	
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����11月25日(土)
・26日(日) (日帰り)
����小川原湖青年の家
第３研修室
����Wordの基本操作､ 書
式設定､ 表やグラフを使っ
た文書作成等
����一般
����20名 (定員となり次
第締切)
����3,010円 (テキスト：
Word2000～2003セミナーテ
キスト初級編､ 昼食代)
※テキストをお持ちの方､ 昼
食を不要の方はその旨お申
込みください｡
�����筆記用具
※ノートパソコン持参可
� !�11月15日 (水) まで
�"#$

※申込後､ キャンセルする場
合は11月17日(金) までに
連絡ください｡ それ以降は
実費をいただきます｡
※県民カレッジ認定講座です
ので､ 単位希望者は､ 当日
手帳を持参ください｡
�%&'()%*+,-

上北視聴覚ライブラリー
(小川原湖青年の家内)
TEL0176－56－2393
FAX0176－56－5042

��������	
�.��

����12月９日(土)
・10日(日) (日帰り)

����小川原湖青年の家
第３研修室
����Wordでの詳細な書式
設定､ 図形の利用､ 長文作
成機能等
����一般
����20名 (定員となり次
第締切)
����3,535円 (テキスト：
Word2000～2003セミナーテ
キスト応用編､ 昼食代)
※テキストをお持ちの方､ 昼
食を不要の方はその旨お申
込みください｡
�����筆記用具
※ノートパソコン持参可
� !�11月29日 (水) まで
※申込後､ キャンセルする場
合は12月１日(金) までに
連絡ください｡ それ以降は
実費をいただきます｡
☆県民カレッジ認定講座です
ので､ 単位希望者は､ 当日
手帳を持参ください｡
�%&'()%*+,-

上北視聴覚ライブラリー
(小川原湖青年の家内)
TEL0176－56－2393
FAX0176－56－5042

����������
��������

/01234�

��5�11月19日 (日)
��6�小川原湖青年の家
�789��一般200名
�:;<�1,000円 (創作費・
昼食代各500円)
※ただし､ 七宝焼は別料金で
１個400円
����創作体験 (レザーク
ラフト・プラスチックキー
ホルダー・焦がし絵・七宝
焼・勾玉・スライム・フラ
イングディスク・棒パン)

�����室内用ズック､ 防
寒具
�&'=>�11月13日 (月)
までに下記まで電話・FAX
でお申込ください｡
小川原湖青年の家
TEL0176－56－2393
FAX0176－56－5042
Mail:o-seinen@smile.ocn.

ne.jp
�"#$�11月15日以降のキャ
ンセルは､ 実費をいただき
ます｡

��� !
"#$%
�$%&�"'
()*+,

�?@ANPO法人車椅子レク
ダンス普及会十和田支部
車椅子利用者と健常者の
ペアでのフォークダンスの
方法を学び､ インストラク
ターの資格を取得する｡
取得後は､ ボランティア
として活動する｡
��5�11月26日 (日)
10時～16時
����どなたでも
��6�十和田市南公民館
����30名 (定員になり次
第締切)
�B��教材費等として
3,000円 (当日徴収)
�����筆記用具・昼食
※当日は､ 動きやすい服装で
(サンダル不可)
�&'()*+,-

ＮＰＯ法人車椅子レクダン
ス普及会十和田支部長竹浦
陽子
tel／fax0176－22－9226
※11月15日 (水) までに葉書
またはFAXでお申込みくだ
さい｡
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下記物品を売払いします｡ 見積参加希望者は次のとおり仕様書を縦覧してください｡
��������	
� �����

�������������� ������� !

"#$%&�東北町役場企画課 (本庁舎２階)
"#$'(�平成18年11月７日から11月20日まで
)*+,-.�東北町役場企画課

℡0176－56－3111 (代表) 又は℡0175－63－2111内線234

日本全国で提供されている加入電話､ 公衆電話､ 緊急通報 (110番・118番・119番) の電話
サービス｡ これらが､ 電気通信事業法に定められたユニバーサルサービスです｡
NTTが提供しているこれらのサービスは携帯電話やＩＰ電話の普及及び電話サービスの競争

の進展などに伴い通話料金が大幅に安くなりましたが､ 一方では､ このユニバーサルサービス
の提供費用が不足することとなりました｡
このため､ NTTも含め固定電話・携帯電話・PHS・IP電話などの電話会社56社が協力して費用
を出し合う ｢ユニバーサルサービス制度｣ がスタートすることとなりました｡ 制度の円滑な運
営のため､ ぜひともご理解とご協力をお願いします｡
制度に関する詳細は､ 以下のホームページをご覧下さい｡
http://www.soumu.go.jp/joho_tsusin/universalservice/index.html
)*+,-. 東北総合通信局情報通信部電気通信事業課

℡022－221－0630
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